
令和４事業年度財務諸表等の公表について 

 

 本学の令和４事業年度財務諸表につきましては、令和５年８月 31 日付けで文部科

学大臣より承認されましたので、国立大学法人法第 35 条及び準用独立行政法人通則

法第 38 条第３項に基づき関係書類とともに公表します。 

 

 第４期中期目標期間の初年度である令和４年度の運営状況につきましては、経常

費用７，８５６百万円、経常収益８，１４３百万円となっており、経常利益は２８６

百万円となりました。これに、会計基準改訂による資産見返勘定の収益化２，０４

６百万円などの臨時損益を加減し、前中期目標期間繰越積立金取崩額を加えた令和

４事業年度の当期総利益は２，３６６百万円となっております。（このうち４２５百

万円が、経営努力に対するインセンティブ付与として目的積立金相当額となる予定

です。） 

 

 本学は、2030 年を目途として、高専-技科大路線の核となる教育研究システムを新

たに構築し、SDGs に資するイノベーション創出を担う実践的・創造的能力と持続可

能な社会の実現に貢献する志を備えた指導的技術者を養成すること、併せて、SDGs

達成に向けた先進的研究・技術開発を推進し、その社会実装を通じて国内外の産業

集積地域の持続的発展や魅力創りに繋げること等を将来ビジョンとして掲げていま

す。 

ステークホルダーの皆様におかれましては、本学の様々な教育研究活動に対して、

ご寄附や受託・共同研究等により、多大なご支援をいただき、深く感謝申し上げま

す。今後も、本学の教育研究活動の更なる充実と発展を図る所存ですので、引き続

き、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

令和５年９月 

                                     国立大学法人 

長岡技術科学大学長 
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